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チャールズ・キーンの
『ヘンリー五世』版本研究
今野史昭
ロンドンのオックスフォード・ストリートにあったプリンセス劇場の座頭
俳優兼劇場経営者チャールズ・キーン CCharlesKean， 1811~68) は， rジョ
ン王~ (52， 58年)， rマクベス~ (53年)， rヘンリー八世~ (55年)， r冬物
語~ (56年)， r夏の夜の夢~ (56年)， r リチヤード二世~ (57年)， rあらし』
(57年)， ~"リア王~ (58年)， ~>ヴェニスの商人~ (58年)， rへンリ一五世』
(59年)など， 1850年代に多くのシェイクスピア劇のリヴァイヴァル公演を
行った。その上演の特徴は，綿密な時代考証をもとに歴史的資料に忠実な舞
台装置，背景，衣装，小道具等の制作を試み，劇中の過去の世界を視覚的に
再現しようとしたスペクタクル上演という点にあり，演劇を単なる娯楽では
なく教育的価値のある教養娯楽へと発展させようとした時代の代表的な上演
である。
キーンの上演については，ヴィクトリア朝の人々のスペクタクル晴好と中
世趣味という観点から論じたもの，クリミア戦争(1853-56年)と愛国心の
高揚あるいは反戦など，時事問題との関係から分析したもの， 19世紀の絵
画，挿絵，背:設なと、視覚芸術と時間及ひ、歴史認識と上演の関連'性について考
察したものなど，多方面から研究が行われてきた九しかし，キーンが自ら
編集し劇場で販売した版本 (performanceedition)に関する研究はほとん
ど進んでいない。 1970年代に『シェイクスピア劇の翻案』の「第2シリー
ズ」からキーンの版本のファクシミリ版が出版され，その序説の中で上演と
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本の構成等が解説されているが，原作からの削除，加筆箇所について簡潔に
記述されているだけで，版本の特徴についての包括的な説明はない九また，
キーンの版本には上演用とは思えないほど膨大な数の脚注と詳細な注釈があ
り，典拠とした資料の数も多いが，出典が記載されていない筒所が多く，実
際にはどのような資料をどの程度使用しているのかわかっていない。
そこで本稿では，キーンがプリンセス劇場の経営から身を写|く最後の年に
上演した『ヘンリー五世」の版本を一例として取り上げ，その特徴について
詳細に分析する。まず，上演用版本の基本的特徴を概観し，次に脚注と後注
の出典の特定と分析を行い，最後に本文編集上の特徴について考察する。
1 販売，基本構成，加筆削除箇所
キーンの版本は上演期間中に土産用としてプリンセス劇場で販売され，価
格は 1シリングだった。これは当時プリンセス劇場で一番安い天井桟敷席
(gallery)の料金と同じで，比較的安価であったと言える orへンリ一五世」
の販売部数についての記録は残っていないが，キーンの伝記を書いたコール
Oohn William Cole)によると， 1855年の「へンリー八世1の上演時には
版本が6，000冊以上販売されたという(143)0rへンリー八世』は 160回以
上も公演を重ねたのに対し， rへンリ一五世』は約半分の84回なので，版本
の売り上げ冊数も同様に 6.00冊には遠く及ばなかったかもしれなし、。
キーンの版本は後に『シェイクスピア戯曲選集』として 2巻本にまとめら
れ， 1860年にブラ、yドペリー・アンド・エヴアンズ (Bradburyand 
Evans)から出版されて，劇場以外でも販売された。この選集にはキーンが
編集したシェイグスピア作品が上演順に収録され，第 l巻には『マクベス』
『へンリー八世Jr冬物語Jr夏の世の夢Jrリチヤード二世JrあらしJ，第2
巻には「リア王Jrヴェニスの商人Jrジョン王Jrから騒き'Jrハムレット』
「へンリ一五世』が収められている。
チャールズ・キーンの「ヘンリ一五世J版本研究 153 
1853年の「マクベス』の上演から，キーンは公演案内のピラ (playbill)
に長い解説を掲載し始め，歴史的正確性へのこだわりと舞台装置や衣装等に
関する典拠について詳細に説明するようになった。これにより，観客は舞台
上で「再現Jされる過去の世界がいかなるものか想像し，さらにその新たな
演出がどのような歴史的資料に基づくものかを予めある程度把握してから上
演を楽しむことができた。また，このエッセイは新聞にも掲載されたので宣
伝効果も大きかったと推察される。
キーンの『へンリ一五世』版本の基本構成を確認しておくと，まず「扉
(Title page) j， r奥付jr登場人物と配役一覧 (DramatisPersonae) j， r入
退場の位置および舞台上の立ち位置に関するト書きの説明 (StageDirec-
tions)j， r背景，音楽，踊り，装飾と家具，衣装，舞台装置，カツラ・ひげ・
髪型の制作の担当や監督をした各専門家の名前一覧」があり，次に4頁にも
及ぶ「序文 (Preface)jがくる。その後， r本文Jと「脚注」が続き，各幕
のあとには「歴史的注釈 CHistoricaIN otes) jが数頁続く。
本文については，削除と加筆および表現の変更が施された箇所が多L、。ま
ず削除箇所がどの程度あるのかを確認すると，第 lフォーリオ (First
Folio， 1623)の3，381行に比べてキーンの版では約 1，550行 (45.8%) も台
調が削除されている (Smith30)。完全に削除された場面は以下のとおり。
第 l幕第 l場:カンタペリー大司教とイーリ一司教が登場し，教会の所領
が没収される法案の通過を心配する場面。へンリ一五世の国王としての
立派な成長ぷりと，教会がフランス問題で巨額の寄付を申し出たことな
どが諮られる。
第2幕第 l場:ピストルとクイックリーの結婚を巡って，ニムがピストル
と剣を抜いて争う場面。フォルスタッフの具合が悪いという知らせを受
け，一同は親友のもとへ向かう。
第3幕第4場:フランス王女キャサリンが侍女のアリスに英語を習う場面。
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第4幕第4場:l戦場でフランス兵を捕虜にしたピストルが小姓に通訳して
もらいながら相手に金銭を要求する場面。小姓の話の中で，バードjレフ
とニムが絞首刑になったことが明らかになる。なお，第3幕第6場で教
会での窃盗で捕まったバードルフの絞首刑をヘンリーが承認する場面は
削除されていない。
エピローグ:コーラスが驚場して，へンリー五世の輝かしい功績とへンリー
六世の治世について語り，最後に観客に愛顧を願う場面。
その他，原作の第2幕第3場が第2幕第2場より前の場商に移され，さら
にその場の最後に第3幕第2場の小姓の台詞が加えられるなど，キーンの版
には場面の順番が変更されている箇所がいくつかある。
さらに，数百人の兵士たちを舞台上で戦わせた第3幕の「ハーフラーの包
囲攻撃」の場面と，第5幕の「国王のロンドン凱旋」の歴史的掃話など，歴
史資料をもとに再現された壮大な歴史絵巻が新たに加えられている筒所も
ある。
2 脚注
脚出には，数字(1， 2， 3. ，)，アステリスク(*)，ダガー(短剣符十)表
記の 3種類があり，本文に付けられた脚注が数字表記で，序文，注釈， rハー
フラーの包囲攻撃Jの場面， r国王のロンドン凱旋Jの歴史的挿話に付けら
れた脚注がアステリスク表記，そのアステリスクの注釈にさらに付けられた
脚注がダガー表記である。
本作品中には数字の付いた脚設が159筒所，アステリスクが6筒所，ダガー
が1箇所ある。例えば，冒頭のコーラスの場面では，以下のように脚注が 1
から 5まで付いている。
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Enter CHORUS. 
o for a muse of fire， that would ascend 
The brightest heaven of invention，' 
A kingdom for a stage， princes to act， 
And monarchs to behold the swelling scene ! 
Then should the warlike Harry， like himself， 
Assume the port of Mars;2 and， at his heels， 
Leash'd in like hounds， should famine， sword， and fire， 
Crouch for employment. (A) But pardon， gentles al!， 
The flat unraised spirit that hath dar'd 
On this unworthy scaffold to bring forth 
So great an object: Can this cockpit hold3 
The vasty fields of France? or may we cram 
Upon this litle stage the very casques5 
That did affright the air at Agincourt? 
1 0， lor a muse ollire， & c.J This goes， says Warburton， upon the notion of 
the Peripatetic syst巴m，which imagines several heavens one above another， 
the last and highest of which was one of fire. It alludes， likewise， tothe aspir-
ing nature of fire， which， by its levity， atthe separation of the chaos， took the 
highest seat of al1 the elements. 
2 Assume the port 01 Mars;] iム thedemeanour， the carriage， air of Mars. 
From portee， French. 
3 Can this cockpit holdJ Shakespeare probably caIls the stage a cockpit， as 
the most diminutive enclosure present to his mind. 
4 Upon this litle stage] The original text is“within this wooden 0，" in 
allusion， probably， tothe theatre where this history was exhibited， being， from 
its circular form， cal1ed The Globe. 
5一一-the veηcasques] Even the helmets， much les the men by whom 
they were worn. (9-10) 
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ここでは脚注の出典について何も記されていないが， 19世紀初頭から版を
重ね， 1821年に決定版とも雪える第3版が出版された所謂「集注版 (Vari-
orum edition) Jと比較すると，これらの脚注の大半が集注版に収録された
注釈をそのまま引用したもの，あるいは一部表現を変更の上掲載したもので
あることがわかる。脚注2の出典は不明だが，脚注lの前半がウィリアム・
ウォーパートン(1698-1779)，後半(Italludes以下)がサミュエル・ジョ
ンソン(1709-84)，脚rt3がジョージ・スティーヴンズ(1736-1800)，脚注
4がサミュエル・へンリー(1740-1815)，脚注5がエドマンド・マロウン
(174ト1812)による注釈の転記あるいはパラフレーズであり，この 4つの脚
注は全て集注版のものである。
このコーラスの場面と第 l幕第 1場の脚注を一例として，出典とその記載
の有無を表で示すと表1のとおりである。表の中の人物名にアステリスクを
付したものは引用元の注釈をパラフレーズしたものであり，ここに挙げであ
る出典は全て 1821年の集注版に収録されている脚注である。
数字表記の脚注がある 159箇所中，出典が記載されているのは僅か 14箇
所で一割弱(約 8.8%)，そのうち 13箇所が集注版からの転載またはパラフ
レーズである。また，出典が記載されていない注釈の中で集注版の引用また
はパラフレーズと判断できる箇所は 109箇所であった。つまり，数字表記の
脚注全 159個のうち約76.7%の122個が集注版に基づくものであった。その
ほか， 当時エリザベス朝文学の読者必携とされたロパート・ネアーズ
(Robert Nares)の用語集 (NIαres'Glossαη， 1822)からの用語解説の引用
が11箇所(約 6.9%)31，典拠が不明だったのが27箇所(約 17%)だった。
アステリスク表記の脚注6つのうち，出典が示されているのは2つ(約
33%)。この中で集注版からの引用はー箇所だけで(マロウンの注釈)，出
典は書いていなL、。ダガーの脚注は前述の通り 1箇所のみで，第5幕官頭の
歴史的挿話の解説の中に出てくる市長に関する説明で，こちらも出典の記載
はなL、。このように，作品中の全脚注 166個のうち 74%が集注版の注釈を
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表 1 プロローグと第 1幕第 1場の脚注
幕場 脚注 出典
出典の記載
備考の有無
Cho. Warburton， Johnson × 
2 つ × portの意味
3 Steevens' × 
4 Henley' × 
5 Malone* × 
6 lohnson × 
7 Steev白ns × 
8 M.Masonホ × 
9 ? × make imaginary puissanceの意味
1.1. l Johnson × 
2 Malone × 
3 Reed × 
4 ? × wrestの意昧
5 つ × bow your rcadingの意味
6 Johnson O 
7 Johnson × 
8 Malone × 
9 Malone × 
10 Reed × 
1 Theobaldホ × 
Holinshedの記述の解説。キーンは
12 Bowle本 × Holinshedの記述を採用しているが，
一部誤植あり O
13 Malone × 
14 Steevens × 
15 。 × in fewの意味
16 Steevens × 
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表2 脚注の種類と数および集注版からの引用数
脚注の数
集注版に基づく注釈の数
使用したもので(表2)，キーン自身が注釈を施した箇所はほとんどない九
シェイクスピアの版本は 18世紀以降，ニコラス・ロウ(1674-1718)，ア
レグザンダ一・ポウプ(1688-1744)，ルイス・ティボールド(1688-1744)，
サー・トマス・ハンマー(1677-1746)，ウィリアム・ウォパートン，サミュ
エル・ジョンソン，エドワード・ケイペル(1713-81)，ジョージ・スティー
ヴンズ，エドマンド・マロウンらによって編纂され，多巻本の全集として次々
に出版された。とりわけジョンソンの編纂本から，注釈や序文に歴代の編纂
者の批評や解説が多く引用されようになり，スティーヴンズ，マロウンの編
纂本の時代を経て，さらに多くの注釈が集積されていった。 19世紀に入る
と，アイザック・リード(1742-1807)が1803年に 21巻からなる集注版を
完成させて， 1813年にその第2版を刊行し，さらに 1821年にジェイムズ・
ボズウェル(1778-1822)が上述の集注版(ボズウェル=マロウン版)を出
版した。このように，キーンが初舞台を踏む 1828年までに既に先人たちの
膨大な数の注釈を収録した集注版が出版されており，キーンは 1850年代に
自分の版本を編集する際にその脚注を借用したのであった。
ちなみに，上演用の版本に集注版の脚注を使用したのはキーンが最初では
ない。例えば，俳優でもあり印刷業者でもあったウィリアム・オクスペリー
(William Oxberry， 1784-1824)が1823年に出版した『へンリー五世」で
は，出典を全く示さずに集注版からジョンソン，スティーヴンズ，マロウン
らの脚注を転載している。キーンはこの手法を踏襲し，脚注箇所を大幅に増
やし，さらに集注版以外の資料も豊富に引用して，自分の版本を編集したの
である。
では，キーンが実際に借用した注釈はどのような内容であったのだろうか。
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現代の集注版ハンドブックに従って， シェイクスピアの版本の注釈を内容に
よって分類すると，凡そ次のように分けられる。
1.本文の異同に関する編纂上の解説
2.特定の語句の解明(用語の定義，統語法上の解釈，類似表現の提示，
文学の引喰の特定，類似語および材源の提案)
3.版本と注釈および批評に基づいた，台詞および-節に関する解釈(台
調の意味の説明，声の調子・心境・話者の意図についての推論，韻律
上または文体上の特徴の指摘，その一節をもっと大きなコンテクスト
から捉えること，作品中あるいは材源の中の他の台詞(一節)との比
較，時事問題への言及と歴史的事実の根拠の指摘，舞台上の所作の提
示など)
CShakesρeare Variorum HIαndbook 106) 
ここではキーンの注釈の特徴を把握するためにこれをかなり単純化して分類
すると，以下のようになる。
表3 脚注の内容
語義，文意，籍法の説明， 康史上の人物，事 上演，演出に
合計類似表現の提示，その他 柄に関する説明 関する説明
数字 148 (93%) B (5%) 3 (2%) 159 
アステリスク 。 5 (83%) 1 (17%) 6 
ダガー 。 1 (100%) 。 l 
数字表記の注釈の九割以上が本文中の難解な表現や一節の説明であり，作品
を読む上で理解しにくい台調に関する解説である。アステリスクの脚注は主
に歴史に関する説明で，特に第3幕の「ハーフラーの包囲攻撃」の場面と第
5幕の「国王のロンドン凱旋」の場面の注釈の分量が多く，それぞれ3頁， 2 
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頁にも及ぶ。これは次に扱う後注と同じ資料を典拠として使用していて，内
容的にも閉じ種類の注釈である O ダガーの脚注はロンドン市長に関する短い
説明で，アステリスクの歴史的注釈の補足である。
3 後注:r歴史的注釈」
各幕の後ろに掲載された後注は「歴史的注釈」と記されているとおり，内
容は本文中の事柄に関する隆史的解説である。脚注の場合と同様，この後注
も大半がキーン自身の執筆によるものではなく，様々な歴史書の一節を引用
して作品中の事項の解説にしたものである。例えば，第 l幕でカンタベリ一
大司教とイーリ一司教が登場する場面では，次のように後注 (F)が付され
ている。
Re-enter Herald with the Archbishoρof CANTERBURY， (F)2 and 
Bishop of EL Y，3 L. }-L The Bishops cross to R. C. 
Cant. (R. C.) Heaven and its angels guard your sacred throne， 
And make you long become it! (11) 
(F) Archbishop of Canterbury，J The Archbishop' s speech in this scene， 
expJaining King Henry's title to the crown of France， iscJoseJy copied from 
Holinshed's chronicle， page 545. 
“About the middJ巴ofthe year 1414， Henry V.， influenced by the persua-
sions of Chichely， Archbishop of Canterbury， by the dying injunction of his 
royaJ father， not to allow the kingdom to remain long at peace， or more 
probably by those feelings of ambition， which were no less natural to his 
age and character， than consonant with the manners of the time in which he 
lived， resolved to assert that claim to the crown of France which his great 
grandfather， King Edward the Third， had urged with such confidenc巴and
success." -Nicolas's History of the Battle of Agi冗court.(21-22) 
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カンタペリー大司教とイーリー司教にそれぞれ付けられた脚注2，3は歴史
上の人物としてのこ人の説明で，後注 (F)の方はこの場面に関する材源
(ホリンシェッドの「年代記J)の紹介と他の歴史書の記述の引用である。ま
た， この出典がハリス・ニコラスによる「アジンコートの戦いの康史J
(1827)であることが注の最後に明記されている。
後桟が施されているのは合計38箇所で，その記通と引用の字数も多く，
全部で 18頁にも及ぶ。そのうち半数近くの 17箇所が第4幕のアジンコート
の戦いに関する解説で，作品と同様に注釈の方でもこの歴史的大勝利に重点
が聞かれている。
典拠については，チャールズ・カルパート CCharlesCalvert， 1828-79) 
の版本のように資料一覧はないものの，脚注に比べて出典を記載している筒
所が約40%とかなり多L、。これはキーンの舞台が多くの資料に基づいて，
いかに歴史的に正確で史実どおりの演出を心がけたものであるかを強調して
いるためであり，この正確さを最優先にした演出方針についてキーンは序文
でも次のように論じている。
The introductions made throughout the play are presented les 
with a view to spectacular effect， than from a desire to render the 
stage a medium of historical knowledge， aswell as an illustration of 
dramatic poetry. Accuracy， not show， has been my object; and 
where the two coalesce， itis because the one is inseparable from the 
other. (7) 
「観客に歴史的知識そ授ける媒体Jとして演劇安教養娯楽化しようとしたキー
ンにとって，豊富に歴史資料を提示して自分の演出の歴史的正確性を実証す
ることは極めて重要であった。
後控の内容は，腰史上の人物に関する解説，他の康史書の該当箇所の記部
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の紹介と比較，当時の慣習，法典等についての説明，材源中にある類似表現
の提示，歴史上の人物ではない登場人物に関する説明などで，表で示すと以
下のとおりである。なお，分類した注釈の合計数が後注総数を上回っている
が，これは後注を内容で分類した場合，一つではなく複数の内容に分類され
る注釈があるためである。
????? ?? ?? ?? ?? ???
?????????
?
?
????
?
?
?
?????
?「
?
?
??
?
劇で展開される英国の歴史が史実ではどうなっているのか，また本作品の登
場人物が歴史上ではどのような人物であったのかなど，他の歴史書の該当箇
所が引用されて詳細に説明されている。集中版以外のもので， l'歴史的注釈」
で引用されている典拠は以下の 14点である。
1. Raphael Holinshed， Chronicles 0/ England， Scotlandαnd lreland. 
Second edition. (1587) 
2. Edward Hall， The Union 0/ the Two Noble and Ilustre Families 0/ 
Lαncaster and York (1548) 
3. Jean Le Fevre de Saint-Remy (c. 1395-1468)， Chronique ou Histoire 
de Charles VL roy de France (1430) 
4. Enguerrand de Monstrelet (c.1400-1453)， The Chronicles 0/ 
Monstrelet， trans. Thomas Johnes， 4 volumes， (1809) 
5. Titus Livius (fl. 1429-1456)， Vita Henrici quinti (c.1438) 
6. Robert Fabyan (d. 1513)， The New Chronicles 0/ England and 
F7iαnce， (1516) ed. Henry Ellis (1811) 
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7. John Stowe， Chronicles of England (1580) 
8. Francis Sandford (1630-1694)， A Genealogical History of the Kings 
of Englandαηd Monαrchs of Great Brit，αin， & C.， from the Conquest， 
anno 1066， to the year 1677 (1677) 
9. David Hume (1711-1776)， The history of Englandfrom the invasion 
of Julius Caesar to the accession of Henry VII (1762) 
10. Samuel Rush Meyrick (1783-1848)， A Critical Inquiry into Antient 
Armour. vol. 2 (1824) 
11. Augustine Skottowe， The Life of Shαkespeare (1824) 
12. Nicholas Harris Nicolas (1799-1848)， The History of the Battle of 
Agincourt (1827) 
13. Sharon Turner (1768-1847)， History of England. vol. 5， (1839) 
14. Agnes Strickland (1796-1874)， Lives of the Queens of England. 12 
vols. (1840-48) 
lと2はシェイクスピアが「へンリー五世』を書くにあたり，材源として
使用したと考えられている年代記であるO 後注ではホリンシェッドの記述が
頻繁に紹介されているが，その大半が集注版の脚注で紹介されているものを
転記したものである。 3，4， 5はへンリ一五世と同時代の著者による中世の
歴史書で，これも直接の引用ではなく. 12のニコラスの著作の中で引用さ
れている箇所を再引用(孫引き)したものである。
一覧の後半にあるように. 19世紀に出版された比較的近年の資料もいく
つか使用されている。この資料の中で一番使用頻度が高いのが 12のこコラ
スの歴史書で，これによりキーンの上演が最新の研究成果を踏まえているこ
と，さらに後述するように実際の目撃情報に基づいた歴史的に正確な上演で
あることが強調されている。
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4.本文
最後に，キーンの版本における本文の扱いについて確認しておきたい。
『へンリ一五世Jは本文の乱れが多い作品として有名であるが，キーンはそ
れをどのように編集しているのだろうか。
第2幕第 I場~に，フォルスタッフが生き絶える寸前であることをクイック
リーが伝える場面があるが，キーンの版ではそれが第I幕第2場に移され，
以下のように記載されている。
Quick. (C.) Sure， he's in Arthur's bosom，l8 ifever man went to 
Arthur's bosom. 'A made a finer end/9 and went away， an it had 
been any christom child;20 'a part冶deven just between twelve and 
one， e'en at turning 0' the tide:21 for after 1 saw him fumble with the 
sheets，2 and play with flowers， and smile upon his fingers' ends， 1 
knew there was but one way; for his nose was as sharp as a pen， and 
a， babb!ed of green fie!ds. How now， Sir John! quoth 1:what， man! 
be of good cheer. 80 a' cried out -Heaven， Heaven， Heaven! three 
or four times. (下線は筆者によるもの)(17) 
第 lフォーリオでは下線部の表現が“aTable of greene fields"となって
いるが，このままでは文意が不明であるため， 18世紀にティボールドが“'a
babbled of green fie!ds"への校訂を提唱し，それが今でも広く支持されて
いる。 18世紀の諸版本でも，脚注においてこの箇所が盛んに議論されてい
て，キーン自身もフォーリオどおりではなくティボールドの校訂を採用して
いる九しかし，この問題について脚注や後注では全く取り上げず，ただ本
文を上記のように掲載するのみであった。このように，キーンは学術編纂本
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で盛んに議論される校訂箇所についてはあまり関心がなかったようである。
また，第3幕第6場(キーン版では第3慕第 2場)の，バードルフが教会
で盗みを働き，絞首刑が言い渡されていることを仲間のピストルが語る場面
でも，キーンは同様にティボールドの校訂を採用している。
Pist. Fortune is Bardolph's foe， and frowns on him; 
For he has stolen a ρiX，9 and hang'd must 'a be. (B) 
A damned death ! 
Let gallows gape for dog; 1et man go free， [Crosses to L. H. 
But Exeter hath given the doom of death， 
For ρix of litle price. 
9. For he hath stolen a pix，J A pix， orlitt1e chest (from the Latin pixis， a 
box)， inwhich the consecrated host was used to be kept. (46) 
ここでは，バード、ルフが教会から盗んだものが“pix"であり，脚注9によっ
てそれが「神に捧げられた聖餅を納める小箱」の意であることが説明されて
いる。この脚注はティボールドの注釈をそのまま掲載したものだが，この
“pix"はフォーリオでは.“Pax"(ミサの平和の接吻で使用された十字架など
の浮彫板)，クオートでは“packs"と表記されているのを，ホリンシェッ
ドとホールの年代記では“pix"になっていることを理由に，ティボールド
が“pix"に校訂したものであった。 18世紀の編纂者の間でも“pax"と“pix"
のどちらを採用するか意見が分かれたが， 1866年のグローブ版以降現代の
諸版まで“pax"表記が一般的に採用されている。キーンは先ほどの例とは
違い，この箇所には長い後注 (B)を付けている。
(B) 
Fortune is Bardolph 'sfoe， and frowns on him: 
For he hath stol'n a pix， and hanged must 'a bι] It wilI be s巴巴nby the follow-
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ing extract from the anonymous Chronicler how minutely Shakespeare has 
adhered to history-“There was brought to the King in that plain a certain 
English robber， who， contrary to the laws of God and the Royal Proclama-
tion， had stolen from a church a pix of copper gilt， found in his sleeve， which 
he happened to mistake for gold， inwhich the Lord's body was k巴pt;and in 
the next village where he passed the night， by decree of the King， he was 
put to death on the gallows." Titus Livius relates that Henry commanded 
his army to halt until the sacrilege was expiated. He first caused the pix to 
be restored to the Church， and the offender was then led， bound as a thief， 
through the army， and afterwards hung upon a tree， that every man might 
behold him. 
この歴史的注釈では作者不詳の年代記とリヴィウスの記述が紹介されている
が，実際にはこの後注は全てニコラスの「アジンコートの戦いの歴史』から
の引用である。ティボールドの指摘とこの例から明らかなように，史実では
教会から兵士が盗んだものはシェイクスピアの書いた“pax"ではなく“pix"
であった。キーンは先ほどの“babbled"の箇所では脚往すら付けず，校訂
作業にあまり関心を示していないようであったが，史実との違いという今回
の箇所では脚注と後注の両方を掲載し，フォーリオとクオートの表記よりも
多くの歴史書から伝わる情報の方を重視して，敢えて“pix"を選んでいる。
特に，ニコラスが著書の中で紹介している中世の年代記作家はへンリー五世
のフランス遠征の際，イギリス軍に随行して戦場へ赴き，戦況を実際に目撃
した人物とされており，その証言をキーンは歴史的に正確な「事実」と考え
たのである九
次に，上演用版本としての改訂の例を見ておくと，第3幕のへンリ一五世
の台調の中で“Heaven befor日"という表現に以ドの脚注が付けられている。
Go， therefore， tel thy master here I am; 
My ransom is this frail and worthless trunk; 
My army but a weak and sickly guard: 
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Yet， Heaven before，2O tel him we wi1l come on， 
Though France himself，21 and such another neighbour， 
Stand in our way 
20. Yet， Heaven before.J In the acting edition， the name of God is 
changed to Heaven. This was an expression in Shakespeare's time for God 
being my guide. (49) 
19世紀では無闇矢鱈に「神」と口にすることが禁忌とされ， トマス・パウ
ドラー (ThomasBowdler)によって編纂された「ファミリー・シェイク
スピアJI(The Family Shαたゆeare)でも‘'God"が "Heaven"へ変更され，
“Jesus"を他の表記へ置き換える例が多く見られる九キーンの「へンリー
五世』では上記の引用を含め，“God"から“Heaven"への変更箇所が50も
あり，また，“TheLord in heaven"と“Jesu Christ"もそれぞれ“Heaven"
に置き換えられている (56，57)。さらに，“God-a-mercy"という表現も
“Gad-a-mercy"という腕曲表現になっている (55)。一方，“God"のまま
になっている例は僅か二つで，どちらも重要な戦さの前後に国王へンリーが
語る台詞である九確かに，上演用台本ではこの種の変更がよく行われ，オ
クスペリーの「へンリー五世JI(1823)でも“God"のままの箇所は 5つだ
けで他は全て“Heaven"になっているが，キーンは他の版本よりもこの種
の改変を徹底的に行い，さらに卑狸な表現なども削除している。このように，
キーンの版本には品位を求めた当時の道徳観も反映されている。
キーンは娯楽と教育の融合を目指し，演劇という媒体を通して人々を教育
しようと努めた。その際に上演用にアレンジされた台本は，学術編纂本のよ
うに作者の意図を探りながら真正な本文を求めるのではなく，劇中の過去の
世界を多くの歴史資料をもとに可能な限り「正確に」再現することを主眼に
おいて編集された。土産用として劇場で販売された版本は，上演で視覚的に
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表現された世界を後ほど思い出すための資料，あるいは上演の補足説明をす
るための資料として，その役割を果たした。しかし作品の材源と思われる
資料ばかりが掲載される他の編纂本とは違い，シェイクスピアが材源として
使用したかどうかにかかわらず，劇が扱う歴史に関連する資料が豊富に収録
されているため，イギリス中世の歴史を学ぶことのできる教育的価値も兼ね
備えた独特の上演用版本になった。キーンの版本は上演用でありながら，単
なるシェイクスピア作品の解説書ではなく，そこで扱われている歴史自体の
解説書となり，学術編纂本とも目指す方向が異なる，他には類を見ない性質
の版本であったと言えよう。
{i:主》
1) キーンの上演に関する先行研究については，ブース (Booth，Victorian Spec-
tacular Theatre 1-59)，フォークス (Foukes)，ショック (Schoch)，シラーズ
(Sillars， Shakespeare， Time and the Victoriatのなどを参照のこと。キーンの
「へンリ一五世』と時事問題についてはマーシャル (Marshall)の論文を参照。
2) ファクシミリ版の『ヘンリ一五世』には，ジョン・ラッセル・ブラウン(John
Russell Brown)による序説があり，本文中の削除箇所， Ef楽に関するト書，上
演に関する説明の引用，関連資料の所蔵先などが紹介されている。キーン
(Kean)を参照のこと。
3) ネアーズの 11箇所のうち，第4幕第 1:場の脚注4は集注版のスティーヴンズ
による注釈との合成である。
4) キーン自身による脚注があるのかは不明であるが，おそらく上演に関する注釈
はキーンによるものであろう。
5) ティボールドの校訂した一節では，“'ababbled of a green fie!ds"とheを表
すaの前にアポストロフィーが付いているのに対し，キーンの本文では引用箇
所のように，“a"の後にアポストロフィーが付いている。どちらの表記も heを
表すことに変わりはなL、。
6) この目撃証言の重視については，キーンの序文を参照のこと(7)。
7) ~ファミリー・シェイクスピア」と「神」の表現変更については，ペリン
(Perrin 73-74)を参照のこと。なお， ~フア i ミリー・シェイクスピア』の「へン
リー五世』ではキーンの版本とは違い，“God"の表現が変更されていない箇所
が多い。
8) 第3幕の「ハーフラーの包囲攻撃」の場面の台詞“Godfor Harry! England! 
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and Sain t George!" (40)と，第4幕のアジンコートの戦いの前夜に陣内を巡
回する際の台詞“oGod of battle! steel my soldier's hearts" (60)。
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